
山 陰 道（三隅～小月）

優先区間の絞り込みに向けた検討

第１回 説 明 資 料

み す み お づ き

平成２５年１１月１１日

国土交通省 中国地方整備局

資料－６



1

目 次

１．山陰道のネットワーク状況

２．地域の状況と課題

３．道路・交通の状況と課題

４．地域及び道路の現状(まとめ)

５．今後の進め方(予定)

・・・ 2

・・・ 4

・・・ 9

・・・13

・・・15



2

１．山陰道のネットワーク状況
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○当該区間は、日本海国土軸の一部を担う山陰道の一部。
○山口県長門市から山口県下関市に位置し、北側は日本海、南側は瀬戸内海に挟まれる自然豊かな地域である。

１．中国地方の高規格幹線道路網

三隅～小月間

【広域図】
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２．地域の状況と課題



２-１ 概況

○長門市から下関市に至る2市からなる沿線地域の人口は約32万人。

○山口県は全国に比べ人口減少が進展しており、特に沿線地域（長門市～下関市）では人口減少が著しい。

○土砂災害が発生しやすい地質的リスクを抱えている（土砂災害危険個所は全国で第３位、土砂災害発生件数は
全国で第５位）。

資料：(人口) H22国勢調査

28万1000人

下関市

3万8000人

長門市

【長門～下関間の人口分布（旧市町村単位）】

資料：【実績値】H22国勢調査（総務省）、【予測値】日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）
国立社会保障・人口問題研究所
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＜人口 凡例＞
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中国５県

全国

＜伸び率 凡例＞

※H20～H24合計値
資料:[近年の都道府県別土砂災害発生状況]

国土交通省 水管理・国土保全局 砂防部

※土砂災害危険箇所：土石流危険渓流等、急傾斜地崩壊危険箇所等、地すべり危険箇所の合計値
※土石流危険渓流等、急傾斜地崩壊危険箇所等はH14公表値
※地すべり危険箇所はH10公表値
資料:[都道府県別土砂災害危険箇所] 国土交通省 水管理・国土保全局 砂防部
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5

【沿線地域の人口分布】
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２-２ 地域の産業構造

○山口県西部地域の内陸部は、高速道路のアクセス性が悪く、工業団地の立地が２箇所のみ。

○中山間地域（三次市、庄原市）においても高速道路整備後に工業団地が立地している。

○自然豊かな長門市・萩市地域は豊富な農水産物があり、下関長門線は出荷経路として重要な役割。

資料：各県HP

※本頁における工業団地とは、各県HPに掲載されているものを指す

【山口県、島根県、広島県の工業団地整備状況】

資料：Ｈ18萩市水産課、萩地域農林事務所ヒアリング

※第３種漁港：漁港漁場整備法において利用範囲が全国的な
ものとして指定されている漁港

※第２種漁港：利用範囲が地元の漁業を主とする第1種漁港
より広く、第3種に属さない漁港

仙崎漁港からの物流ルートは
下関長門線がメイン

※下関長門線が最速ﾙｰﾄ

唐戸市場

仙崎漁港
【第3種漁港※】

萩港
【第3種漁港※】

特牛周辺漁港
【第2種漁港※】

：萩漁港からの主要ルート
：仙崎漁港からの主要ルート
：特牛周辺漁港からの主要ﾙｰﾄ

その他
山口県内

10%

関東圏
30%

広島、関西圏
20%

長門市
20%

九州
10%

下関
10%

◆仙崎市場で取り扱う
水産品の消費地

市場営業日は毎日水産品が
各消費地へ運送されている

（資料：長門市商工水産課ヒアリング）

下関・九州方面
は約2割

【水産物の主な物流ルート】

高速道路周辺に
工業団地が集中

高速道路周辺に
工業団地が集中

工業団地が少ない

山口県

島根県
広島県

みよし しょうばら
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○観光施設は、内陸部にも多く位置しており、温泉施設をはじめとした通年利用が期待される施設が分布している
が、他観光施設からのアクセス性が悪く温泉に立寄るツアーが組みづらい状況にある。

○内陸部の温泉施設への利用交通手段は、自家用車の割合が高い。

○長門地区、豊田地区の県外観光客の多くが、九州地方からの観光客となっている。

【下関～長門地域における主要観光施設分布】 【県外観光客数の内訳】 資料：山口県統計

長門地区（旧長門市）

青海島、金子みすず記念館、
湯本温泉、俵山温泉等

豊田地区（下関市・旧豊田町・旧菊川町）

豊田湖、修善寺、一の俣温泉、西ノ市温泉等

＜観光入込客数＞

（ ）内は観光入込客数

17%

4%

40%

15%

8%

15%
1% 0%

中 国
四 国
九州・沖縄
近 畿
中 部
関 東

北海道・東北
その 他

18%

1%

81%

0% 0%0%0% 0%

中 国
四 国
九州・沖縄
近 畿
中 部
関 東

北海道・東北
その 他

九州が約４割
40％

（30万人）

九州が約8割

81％
（21万人）

資料：H24年度観光客動態調査（山口県）

資料：Ｈ18観光ヒアリング

２-３ 観光
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湯本温泉

俵山温泉

一の俣温泉

鉄道 自家用車 タクシー 観光バス 乗合バス

（4事業所）

（7事業所）

（1事業所）

自家用車への依存が高い低い公共交通利用率

資料：Ｈ16.1ホテル・旅館アンケート結果※（ ）内は回答事業所数

【温泉施設宿泊客の利用交通手段】

【県外観光客数：744千人】

【県外観光客数：264千人】

※）ＪＴＢで取り扱っている中国国内ツアー（Ｈ
25.8.29時点におけるＨＰ掲載情報）の内、添
乗員が同行するツアーのみを対象に集計。

※）設定時期、出発着空港、プラン（料金・グレー
ド等）のみが異なる場合は同一のツアーとみ
なした。

※）ウォーキングを主たる目的としたツアーや、
鉄道を主たる移動手段とするツアーは対象
外とした（クルーズ船での観光を含むツアー
については、陸上での移動に関する部分の
みを対象とした）。

※）線の太さは、ツアーで組まれている周遊コー
ス数の多さを表す。

<ツアー件数 凡例>

1件

2～3件

4～5件



斎木病院
岡田病院

長門総合病院

関門医療センター

山口大学医学部附属病院

利用経路
69分
77㎞

最短経路
62分
58㎞

【長門市から第３次救急医療機関への搬送】

利用経路
61分
60㎞
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○長門市から３次医療施設への最短距離である（主）下関長門線は、道路線形が悪く、速達性も確保されていない
状況のため、迂回したルートで搬送しており、時間を要している。

○長門市から第３次救急医療機関への広域搬送件数は近年増加傾向にある。

資料：Ｈ24長門消防本部ヒアリング結果

【長門市から第３次救急医療機関への搬送件数】

【長門消防本部へのヒアリング結果(H21)】
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・俵山地区への救急活動は、管内で
も最も厳しい箇所となっている。
俵山の一部地区では平均出場時間
が27分も要しており、アクセス時
間の短縮が望まれる。

・俵山地区への救急活動で特に懸念
していることは、線形の悪さであ
る。近年、脳関係の患者が多い中、
大寧寺峠の下り急勾配かつ急カー
ブ区間の通行は患者に負担が大き
い。

２-４ 医療
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下関市 長門市 宇部市

搬送に時間
を要す

搬送に時間
を要す

※１ ※２

※１ 長門市消防本部
→長門市役所→関門医療センター

※２ 長門市消防本部→長門市役所
→山口大学医学部付属病院

第二次救急医療施設

第三次救急医療施設

自動車専用道路
高速道路
国道
主要地方道
一般県道

＜凡例＞

実利用経路※

最短距離経路

※H25.3 長門市消防本部

ヒアリング結果より

実利用経路※

実利用経路※

最短距離経路
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３．道路・交通の状況と課題



３-１ 現道の交通特性

10
資料 （OD内訳） H17センサスベース交通量推計結果

（交 通 量）H22道路交通センサス

市役所・支所
学校

○国道491号は貴飯峠や砂利ケ峠に構造不良箇所があるため、内々交通に特化している。

○下関長門線、国道316号沿いには学校、役場が立地し、地域の生活道路として機能しているが、通過交通が全
体の約４割を占めるなど地域内の生活交通と幹線交通が混在している。

きばだお じゃりがたお

【利用交通のOD内訳】

※内々：各地点における自市町村（旧市町村）
内外：内々⇔その他地域
通過：その他地域⇔その他地域

N

～ 凡 例 ～
上段：日交通量

下段：（大型車混入率）

29百台/日

（7.0％）

内々交通
61％

内外交通
39％

通過交通
10％

内々交通
55％内外交通

35％

内々交通
33％

内外交通
27％

通過交通
40％

内々交通
35％

内外交通
27％

通過交通
38％

72百台/日

（10.5％）

79百台/日

（12.8％）

31百台/日

（9.7％）

34百台/日

（10.2％）

11百台/日

（7.9％）

92百台/日

（9.4％）

8百台/日

（3.9％）
92百台/日

（8.7％）

■(国)316号(美祢市於福町駅前)

■(主)下関長門線(下関市豊田町)

■(国)191号(下関市豊北町)

■(国)491号(下関市豊田町)

長門市

下関市

美祢市

長門俵山道路
事業中

田部高

菊川中

豊田下小

豊田東中

三豊小

俵山小
俵山中

大嶺高

美祢中央高

大嶺小

美祢工高

重安小

貴飯峠

砂利ヶ峠



Ｎ
【三隅～小月間の道路状況】
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○国道491号は貴飯峠、砂利ヶ峠周辺で幅員が狭く急カーブ,急勾配が連続している。

○下関長門線では豊田湖周辺で急カーブ区間が集中しており、小型車のすれ違いが困難なトンネルが存在。

◇区間別の道路構造の状況

Ｒ=20

Ｒ=25

▲貴飯峠付近 ▲下関市と長門市の市境付近 ▲豊田湖付近

国道491号

W=4.5

下関長門線

すれ違い困難なトンネル

▲豊田湖付近

W=3.0

▲貴飯峠付近

狭幅員が連続している 急勾配5.0%以上

事故や災害等の緊急時に、一本の道が通行止めになった
場合、新しい道路などの複数の路線が必要であると思う。

(H18年度道路利用者ヒアリング)

女性ドライバー（長門市在住）は、R491や下関長門線は
線形が悪く、運転がこわいと感じており、R316を通って、
美祢ICから高速を利用して、下関市へ行っている。

(H25年地域住民の意見)

３-２ 道路構造の不良

写真-1 写真-2 写真-3 写真-5

Ｒ=23

写真-4

きばだお

貴飯峠

豊田湖

写真-1
写真-2

写真-3

写真-5

写真-4

じゃりがたお

区間 路線名
平面線形不良箇所

(R<150m)
縦断勾配

(i>5.0%,L=500m)
狭幅員区間
(W<5.5m)

1 国道491号 0箇所 1箇所 0.0km(0.0%)

2 国道491号 129箇所 2箇所 5.6km(30.1%)

3
国道435号
・国道491号

156箇所 4箇所 6.5km(42.0%)

4 国道491号 0箇所 0箇所 0.0km(0.0%)

5 国道191号 6箇所 1箇所 0.0km(0.0%)

6 国道191号 0箇所 0箇所 0.0km(0.0%)

7 国道191号 0箇所 0箇所 0.0km(0.0%)

8 下関長門線 3箇所 0箇所 0.0km(0.0%)

9 下関長門線 78箇所 1箇所 0.8km(8.6%)

10
国道316号
・下関長門線

56箇所 2箇所 0.0km(0.0%)

砂利ヶ峠



○土砂災害危険箇所等も多く存在しており、貴飯峠、砂利ヶ峠、豊田湖等周辺では防災上脆弱な箇所が集中。

○砂利ケ峠、豊田湖周辺においては、過去より災害が多数発生し、異常気象時には俵山地区は孤立する。

○（主）下関長門線の菊川～豊田間は、洪水時に道路上に浸水が発生する区域が存在。

３-３ 自然災害の状況
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番号 路線名 延長（km）

① 国道491号 6.2

② 国道491号 2.2

③
県道34号

下関長門線
1.9

④ 下関長門線 1.6

⑤
県道268号
豊田三隅線

2.5

⑥
県道262号
豊浦豊田線

12.6

⑦
県道281号

俵山長門古市（停）線
4.7

⑧ 国道191号 3.2

⑨
県道270号

田耕湯玉停車場線
2.6

◇異常気象時通行規制区間

年度 概要
発生
件数

規制時間

Ｈ16 災害 2件 25時間20分

Ｈ17 事前規制 2件 22時間

Ｈ18 災害 2件 4278時間

Ｈ21 災害・事前規制 4件 720時間40分

Ｈ22 災害・事前規制 4件 107時間

Ｈ23 事前規制 3件 50時間20分

合計 ― 17件 5203時間20分

年度 概要
発生
件数

規制時間

Ｈ16 災害 2件 26時間30分

Ｈ17 事前規制 1件 11時間

Ｈ18 災害 1件 191時間30分

Ｈ21 災害 3件 1688時間30分

Ｈ22 災害 5件 139時間35分

Ｈ23 災害 1件 22時間15分

合計 ― 13件 2079時間20分

▼国道491号災害通行止め（H14～H23）

▼下関長門線災害通行止め（H14～H23）

き ば だお じ ゃ り が たお

大雨などの異常気象時
（連続雨量150mm～250mm）

では陸の孤島になる俵山地区

《俵山地区
の概況》

人口：約1,300人
観光入り込み客数：約21万人/年

俵山地区

▲長門市俵山七重
【Ｈ21.7 被災状況】

0 5km

Ｎ

写真-3

写真-1 写真-2 写真-5 写真-4

▲長門市油谷河原
【Ｈ21.7 被災状況】

▲下関市菊川町田部
【Ｈ22.7 被災状況】

▲下関市豊田町
【Ｈ22.7 被災状況】

▲長門市俵山
【Ｈ21.7 被災状況】

34

1

2

5

8

6

7

9貴飯峠

砂利ヶ峠

豊田湖

写真-5

写真-1

写真-2

写真-3

写真-4

じ ゃ り が たお

・俵山地区周辺は、毎年どこかが
崩れている気がする。下関長門
線が通行止めになった場合は、
孤立する。（ヒアリング調査）
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４．地域及び道路の現状（まとめ）
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４．地域及び道路の現状（まとめ）

① 貴飯峠、砂利ヶ峠、豊田湖周辺では事前通行規制区間や土砂災害危

険箇所などの防災上脆弱な箇所が集中

② 俵山地区周辺は災害が多数発生し、異常気象時には孤立

③ 貴飯峠、砂利ヶ峠、豊田湖周辺では急カーブ、急勾配、狭幅員など、道

路構造に問題がある区間が連続

④ 長門市地域には第３次救急医療機関がなく、山陽側へ搬送

⑤ 長門市、下関市内陸部は他観光施設からのアクセス性が悪く、観光連

携が困難

⑥ 長門・下関市の内陸部では高速道路のアクセス性が悪く、工業団地の

立地が2箇所のみ

き ば だ お

き ば だ お じ ゃ り が た お

じゃりがたお
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５．今後の進め方（予定）



５．今後の進め方（予定）
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第１回 中国地方小委員会

○手続きの進め方
○地域、道路、交通状況と課題 等

中国地方小委員会

○優先区間の絞り込みの観点
○地域の意見聴取の手法、内容 等

・
・
・

地域の意見聴取

●沿線地域や企業等へのヒアリング、アンケート 等

中国地方小委員会

○優先整備区間（案）の検討・選定 等

優先区間の絞り込み選定

・沿線地域や企業等へのヒアリング、アンケート 等


